
令
和
5
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
2
月
24
日
に
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍

事
侵
攻
が
開
始
さ
れ
、
今
な
お

終
息
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
の

悲
惨
な
光
景
は
、
様
々
な
メ
デ
ィ

ア
を
通
し
て
毎
日
の
よ
う
に
報

道
さ
れ
、
改
め
て
戦
争
の
悲
惨

さ
を
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。
一

刻
も
早
い
紛
争
の
終
結
と
戦
災

か
ら
の
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
国
内
に
お
い
て
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
防
止
に
向
け
た
規
制
の
緩

和
が
進
み
、
飲
食
店
の
時
短
営

業
の
解
消
や
外
国
人
観
光
客
の

受
け
入
れ
も
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

当
組
合
と
し
て
も
、
3
年
振

り
に
賀
詞
交
歓
会
を
開
催
す
る

運
び
と
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

組
合
員
様
な
ら
び
に
関
係
各
所

の
皆
様
の
ご
出
席
を
心
よ
り
お

待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
水
道
用
鋳
鉄

管
の
不
正
塗
料
問
題
で
工
事
が

一
斉
停
止
に
な
る
異
常
事
態
が

起
き
、
業
界
と
し
て
は
不
測
の

事
態
で
大
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
急
激
な
円
安
、
戦
争

に
よ
る
材
料
費
の
高
騰
、
品
薄

等
を
原
因
と
し
た
イ
ン
フ
レ
の

進
行
、
そ
し
て
変
異
を
続
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
へ
の
対

応
等
、
今
後
の
社
会
環
境
は
楽

観
視
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。毎

年
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す

が
、
そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お

い
て
も
我
々
の
使
命
は
変
わ
る

こ
と
な
く
、
都
民
の
生
活
と
都

市
活
動
を
支
え
る
基
幹
イ
ン
フ

ラ
で
あ
る
水
道
を
、
安
全
・
安

心
に
安
定
供
給
す
る
事
に
尽
き

ま
す
。

災
害
に
休
み
は
な
く
、
待
っ

て
い
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。
常
に

自
己
研
鑽
を
継
続
し
、
準
備
を

整
え
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
昨
年
の
防

災
訓
練
は
実
技
訓
練
を
取
り
入

れ
、
実
際
の
被
害
を
想
定
し
て

組
合
員
全
員
で
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
東
京
都
水
道
局

か
ら
一
定
の
評
価
を
得
ら
れ
た

と
自
負
し
て
お
り
、
ひ
と
え
に

組
合
員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
賜

物
と
感
謝
い
た
し
ま
す
と
共
に
、

更
に
精
進
を
重
ね
て
ま
い
る
所

存
で
す
。

ま
た
、
例
年
行
っ
て
お
り
ま

す
東
京
都
水
道
局
及
び
株
式
会

社
東
京
水
道
と
の
意
見
交
換
会

に
際
し
ま
し
て
は
、
組
合
員
の

皆
様
か
ら
多
数
の
ご
意
見
を
頂

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
回
答
は
、

ま
と
ま
り
次
第

報
告
書
等
を
配

布
す
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
回
も
組
合
員
の
皆
様
に
と
っ

て
有
意
義
な
内
容
に
な
っ
た
と

自
負
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お

目
通
し
頂
け
る
と
幸
い
で
ご
ざ

い
ま
す
。

新
し
い
年
が
皆
様
に
と
っ
て

大
き
な
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す

よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

１
、
工
種
別
工
事
高
に
つ
い
て

（
報
告
事
項
）

事
務
局
か
ら
報
告
し
た
。

令
和
4
年
10
月
31
日
現
在
の

工
種
別
工
事
高
の
資
料
を
提
示

し
た
。
そ
の
資
料
で
は
、
工
事

高
合
計
は
約
22
億
1
6
9
8
万

円
で
事
務
委
託
手
数
料
の
合
計

は
約
1
2
1
4
万
円
で
あ
る
。

ま
た
、
年
会
費
組
合
員
の
上

期
年
会
費
と
基
礎
会
費
の
入
金

状
況
を
説
明
し
た
。

キ
ッ
ツ
メ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト

改
良
工
事
に
つ
い
て
は
、
令
和

4
年
10
月
31
日
現
在
の
資
料
を

提
示
し
た
。

貝
澤
理
事
長
か
ら
、
事
務
手

数
料
は
、
昨
年
と
ほ
ぼ
同
額
で

あ
り
、
1
万
円
の
差
で
あ
っ
た
。

キ
ッ
ツ
は
、
相
変
わ
ら
ず
少

な
い
状
況
で
あ
る
と
の
説
明
が

あ
っ
た
。

2
、
令
和
4
年
度
防
災
訓
練
に

つ
い
て

（
報
告
事
項
）

事
務
局
か
ら
報
告
し
た
。

令
和
4
年
10
月
18
日(

火)

10
時
よ
り
防
災
訓
練
を
開
催
し

た
。実

技
・
参
集
訓
練
は
、
株
式

会
社
ユ
タ
カ
工
業

第
2
駐
車

場
に
て
実
施
し
、
情
報
伝
達
訓

練
は
、
協
同
組
合
東
京
都
水
道

請
負
工
事
連
絡
会
会
議
室
で
行
っ

た
。貝

澤
理
事
長
か
ら
、
今
回
の

組
合
員
の
参
加
に
つ
い
て
、
冒

頭
で
理
事
お
よ
び
組
合
員
に
対

し
て
、
お
礼
を
伝
え
た
。

ま
た
、
実
技
訓
練
に
参
加
さ

れ
た
議
連
の
先
生
か
ら
、
局
に

対
し
て
防
災
訓
練
に
も
っ
と
支

援
す
る
よ
う
に
と
、
言
っ
て
頂

い
た
と
報
告
し
た
。

そ
の
他
に
先
生
か
ら
、
局
に

対
す
る
要
望
等
に
つ
い
て
依
頼

が
あ
り
、
髙
橋
副
理
事
長
か
ら
、

次
の
要
望
を
お
伝
え
し
た
。

①
防
災
訓
練
の
予
算
の
増
額

②
熟
練
工
の
育
成
（
技
術
の
継

承
を
対
策
）

③
私
道
内
整
備
工
事
の
予
算
増

額
今
回
の
防
災
訓
練
は
、
全
員

参
加
型
の
訓
練
で
あ
り
、
防
災

に
対
す
る
組
合
員
の
意
識
向
上

と
議
連
や
水
道
局
等
へ
の
ア
ピ
ー

ル
が
で
き
た
こ
と
な
ど
、
非
常

に
有
意
義
で
あ
っ
た
し
、
成
功

で
あ
っ
た
と
総
括
し
た
。

3
、
東
京
公
友
会

政
経
懇
話
会

に
つ
い
て

（
報
告
事
項
）

事
務
局
か
ら
報
告
し
た
。

令
和
4
年
10
月
27
日(

木)

18
時
30
分
よ
り
京
王
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
南
館

5
階

エ
ミ
ネ
ン

ス
ホ
ー
ル
で
、
東
京
公
友
会

政

経
懇
話
会
が
開
催
さ
れ
た
。

組
合
か
ら
は
、
貝
澤
理
事
長
、

髙
橋
副
理
事
長
、
尾
畑
理
事
、

杉
本
理
事
の
4
名
が
出
席
し
た
。

4
、
令
和
4
年
度
東
京
都
水
道

局
と
の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て

（
報
告
事
項
）

事
務
局
か
ら
報
告
し
た
。

東
京
都
水
道
局
と
の
打
ち
合

わ
せ
の
結
果
、
令
和
4
年
11
月

14
日(

月)

15
時
よ
り
都
庁
第
二

本
庁
舎

22
階
22
C
会
議
室
で

意
見
交
換
会
を
開
催
す
る
事
が

決
定
し
た
。

貝
澤
理
事
長
よ
り
、
理
事
の

出
席
者
確
認
が
あ
っ
た
。

そ
の
他
の
組
合
員
へ
の
出
席

依
頼
も
積
極
的
に
行
う
こ
と
の

意
見
も
出
て
、
事
務
局
か
ら
連

絡
す
る
こ
と
と
し
た
。

5
、
令
和
4
年
度
東
京
水
道(

株)

と
の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て

（
報
告
事
項
）

事
務
局
か
ら
報
告
し
た
。

東
京
水
道(

株)

と
の
打
ち
合

わ
せ
の
結
果
、
令
和
4
年
11
月

24
日(

木)

15
時
30
分
よ
り
新

宿
グ
リ
ー
ン
ビ
ル

7
階
大
会

議
室
で
意
見
交
換
会
を
開
催
す

る
事
が
決
定
し
た
。

貝
澤
理
事
長
か
ら
、
東
京
水

道(

株)

と
の
意
見
交
換
会
の
質

問
事
項
が
ま
だ
、
集
ま
っ
て
い

な
い
の
で
、
組
合
員
の
皆
さ
ん

か
ら
、
多
く
の
意
見
を
聴
取
す

る
よ
う
依
頼
し
た
。
ま
た
、
組

合
員
に
対
し
て
出
席
依
頼
を
す

る
こ
と
。

6
、
令
和
5
年
賀
詞
交
歓
会
に

つ
い
て

（
協
議
事
項
）

事
務
局
か
ら
報
告
し
た
。

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
、
1

月
15
日
前
後
で
会
場
が
空
い
て

い
る
の
は
1
月
16
日
の
み
で
あ

る
。料

理
は
洋
食
の
み
で
あ
り
、

お
土
産
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

発
注
期
限
が
前
倒
し
に
な
っ
て

い
る
た
め

11
月
30
日
が
発
注

期
限
で
あ
る
。

会
場
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料
は
11

月
17
日
ま
で
は
か
か
ら
な
い
。

事
務
局
か
ら
、
賀
詞
交
歓
会

の
見
積
り
を
提
出
し
た
。

貝
澤
理
事
長
か
ら
、
コ
ロ
ナ

の
動
向
も
流
行
の
兆
し
も
見
え

始
め
て
い
る
の
で
、
他
の
組
合

の
状
況
を
見
据
え
て
、
考
え
て

い
き
た
い
。
た
だ
し
、
キ
ャ
ン

セ
ル
料
の
こ
と
も
あ
り
、
早
急

に
結
論
を
出
し
た
い
。

7
、
そ
の
他

（
報
告
事
項
）

・
新
規
組
合
員
加
入

株
式
会
社
P
o
l
y
v
a
l

e
n
t
が
加
入
し
た
。

・
鈴
木
章
浩

政
策
懇
話
会
が
11

月
22
日
（
火
）
に
開
催
さ
れ
る
。
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理
事
会
の
開
催
前
に
、
貝
澤

理
事
長
か
ら
、
水
道
局
の
今
回

の
事
故
に
つ
い
て
、
話
が
あ
っ

た
。皆

さ
ん
、
お
忙
し
い
中
ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
週
の
始
め
に
、
大
き
な
事

故
が
あ
っ
て
、
水
道
局
の
方
で

も
、
一
端
、
仕
事
が
止
ま
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
皆
さ
ん
、

安
全
に
は
十
分
気
を
付
け
て
く

だ
さ
い
。
い
つ
ど
ん
な
時
に
事

故
が
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん

の
で
、
重
々
注
意
し
て
頂
け
る

よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

あ
と
、
東
京
都
水
道
局
や
東

京
水
道
株
式
会
社
と
の
意
見
交

換
会
も
終
わ
り
ま
し
て
、
来
年

は
賀
詞
交
換
会
を
3
年
ぶ
り
に

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

で
は
、
第
10
期
第
4
回
の
理

事
会
を
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
、
工
種
別
工
事
高
に
つ
い
て

（
報
告
事
項
）

杉
本
厚
生
委
員
長
か
ら
報
告

し
た
。

令
和
4
年
11
月
30
日
現
在
の
工

種
別
工
事
高
の
資
料
を
提
示
し

た
。
そ
の
資
料
で
は
、
工
事
高

合
計
は
約
27
億
7
5
6
5
万
円

で
事
務
委
託
手
数
料
の
合
計
は

約
1
5
0
8
万
円
で
あ
る
。

貝
澤
理
事
長
か
ら
補
足
説
明
が

あ
っ
た
。

事
務
手
数
料
は
、
昨
年
と
比

べ
て
今
の
時
点
で
は
、
ほ
と
ん

ど
変
わ
り
ま
せ
ん
。
予
算
の
段

階
で
、
昨
年
よ
り
3
％
～
4
％

程
度
減
る
の
か
な
と
思
っ
て
計

算
し
て
い
た
の
で
、
昨
年
と
同

じ
形
で
進
ん
で
い
る
と
な
れ
ば
、

今
の
と
こ
ろ
で
は
、
予
定
よ
り

収
入
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

キ
ッ
ツ
メ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
改

良
工
事
に
つ
い
て
は
、
令
和
4

年
11
月
31
日
現
在
の
実
績
を
提

示
し
た
。

貝
澤
理
事
長
か
ら
補
足
説
明
が

あ
っ
た
。

資
料
は
、
11
月
31
日
現
在
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
9
月
ま
で

の
デ
ー
タ
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
10
月
、
11
月
に

は
、
や
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と

な
の
で
、
今
後
の
動
向
に
つ
い

て
、
キ
ッ
ツ
に
年
末
の
挨
拶
に

伺
う
の
で
、
聞
い
て
み
ま
す
。

令
和
4
年
度
予
算
表
を
提
示

し
、
貝
澤
理
事
長
か
ら
説
明
し

た
。防

災
訓
練
の
予
算
は
、
50
万

円
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
実

績
額
は
、
ほ
ぼ
こ
の
金
額
以
内

で
納
ま
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
賀
詞
交
歓
会
に
つ
い

て
は
、
な
る
べ
く
予
算
内
で
行

う
よ
う
考
え
て
い
ま
す
。

当
期
利
益
に
つ
い
て
は
、
先

ほ
ど
の
事
故
の
関
係
で
、
仕
事

量
の
減
少
の
場
合
に
は
、
変
動

す
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

2
、
令
和
4
年
度

東
京
都
水

道
局
と
の
意
見
交
換
に
つ
い
て

（
報
告
事
項
）

杉
本
厚
生
委
員
長
か
ら
報
告

し
た
。

令
和
4
年
11
月
14
日(

月)

15

時
よ
り
、
都
庁
第
二
本
庁
舎
22

階
22
C
会
議
室
で
意
見
交
換
会

を
開
催
し
た
。

な
お
、
資
料
と
し
て
、
令
和

4
年
意
見
書
を
提
示
し
た
。

貝
澤
理
事
長
か
ら
説
明
し
た
。

組
合
か
ら
提
出
し
た
意
見
に

対
し
て
、
一
つ
一
つ
丁
寧
な
回

答
を
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
意
見
交
換
会
の
質
疑
応

答
に
つ
い
て
は
、
後
日
ま
と
め

て
、
組
合
員
さ
ん
に
は
お
渡
し

す
る
予
定
で
す
。

水
道
局
さ
ん
の
方
か
ら
も
、

有
意
義
で
あ
っ
た
と
の
印
象
を

受
け
ま
し
た
。

3
、
令
和4

年
度
東
京
水
道(

株)

と
の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て

（
報
告
事
項
）

杉
本
厚
生
委
員
長
か
ら
報
告
し

た
。令

和
4
年
11
月
24
日(

木)

15

時
30
分
よ
り
、
新
宿
グ
リ
ー
ン

タ
ワ
ー
ビ
ル
7
階
大
会
議
室
で

意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
。

資
料
と
し
て
、
令
和
4
年
意

見
書
と
意
見
交
換
会
の
追
加
回

答
を
提
示
し
た
。

貝
澤
理
事
長
か
ら
説
明
し
た
。

今
回
の
意
見
交
換
会
後
に
は
、

水
道
局
へ
の
情
報
伝
達
や
現
場

で
の
実
際
の
動
き
も
見
ら
れ
、

か
な
り
改
善
の
兆
し
が
あ
り
ま

す
。ま

た
、
水
道
局
と
の
意
見
交

換
会
に
つ
い
て
も
、
ビ
ラ
誤
配

の
件
な
ど
は
改
善
方
向
に
あ
り

ま
す
。

年
一
回
の
意
見
交
換
会
に
限

ら
ず
、
何
か
問
題
が
あ
れ
ば
、

組
合
の
方
に
言
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
そ
の
都
度
、
当
局
に
話

が
で
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

4
、
令
和
５
年
賀
詞
交
歓
会
に

つ
い
て

（
報
告
事
項
）

杉
本
厚
生
委
員
長
か
ら
報
告
し

た
。令

和
5
年
賀
詞
交
歓
会
は
、

次
の
日
時
、
場
所
で
開
催
予
定

日
時
：
令
和
5
年
1
月
16
日(
月)

午
後
1
時
～
午
後
3
時(

開
場

12
：
30)

場
所
：
新
宿
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
本
館
４
階
「
花
」

司
会
者
：
杉
本
理
事

な
お
、
資
料
と
し
て
、
次
を
提

出
し
た
。

①
賀
詞
交
歓
会
案
内
状(

来
賓
・

協
賛
社
・
組
合
員)

②
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
見
積
書

③
ヒ
ル
ト
ン
東
京
見
積
書

④
令
和
2
年
賀
詞
交
歓
会
出
欠

表(

参
考)

⑤
令
和
2
年
賀
詞
交
歓
会
タ
イ

ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表(

参
考)

⑥
令
和
5
年
賀
詞
交
歓
会
出
欠

表
出
欠
が
そ
ろ
い
次
第
、
委
員

会
で
資
料
を
作
成
し
、
各
理
事

に
送
付
す
る
。

お
土
産
は
例
年
通
り
「
バ
ー

ム
ク
ー
ヘ
ン
」
と
「
組
合
タ
オ

ル
」
を
予
定
す
る

給
水
部
給
水
課
業
務
改
革
推
進

担
当
課
長

長
谷
川

進
氏
の

挨
拶本

日
は
お
忙
し
い
中
、
大
変

多
く
の
方
に
お
集
り
下
さ
り
ま

し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

本
来
は
、
給
水
課
長
の
大
谷

の
方
か
ら
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

る
べ
き
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
ち
ょ
っ
と
所
用
に
よ
り
欠

席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
私
、
給
水
部
業
務
改
革
推

進
担
当
課
長
の
長
谷
川
の
方
か

ら
ご
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

各
事
業
者
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
水
道
事
業
に
昼
夜

問
わ
ず
各
工
事
に
携
わ
っ
て
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
そ
れ
に
ま
た
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
加
え
て
、

世
界
情
勢
の
混
乱
に
よ
る
原
油

価
格
や
資
材
価
格
の
高
騰
な
ど
、

現
場
管
理
の
み
な
ら
ず
経
営
環

境
に
も
大
き
な
変
化
を
も
た
ら

し
た
一
年
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

様
々
な
対
策
や
工
夫
を
講
じ
つ

つ
、
日
々
の
業
務
に
ご
対
応
し

て
い
た
だ
き
、
大
変
あ
り
が
た

く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

私
共
、
給
水
部
に
お
け
る
請

負
単
価
契
約
で
は
、
日
々
発
生

す
る
水
道
施
設
の
維
持
補
修
や

漏
水
修
理
工
事
、
当
局
の
事
業

営
業
に
速
や
か
な
対
応
が
必
要

な
ハ
ー
ド
な
弁
の
取
替
等
、
事

業
化
要
望
や
工
業
用
水
道
の
廃

止
に
と
も
な
う
給
水
装
置
工
事

な
ど
も
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
水
道
事
業
の
発
展
に
は
、

引
き
続
き
皆
様
方
の
ご
協
力
が

必
要
不
可
欠
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
た
め
皆
様
方
の
貴
重
な

意
見
を
直
接
伺
え
る
こ
と
が
で

き
る
こ
の
意
見
交
換
会
は
、
大

変
有
意
義
な
も
の
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
意
見
を

可
能
な
限
り
受
け
取
っ
て
、
今

後
の
当
局
の
事
業
に
進
展
に
使
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
本
日
は
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

出
席
者
名

水
道
局

・
給
水
部
給
水
課
業
務
改
革
推

進
担
当
課
長

長
谷
川

進

・
給
水
部
給
水
課
工
務
担
当

統
括
課
長
代
理

青
木

真

・
給
水
部
給
水
課
漏
水
防
止
担

当

課
長
代
理

山
﨑

千
秋

・
給
水
部
配
水
課
施
設
管
理
担

当

課
長
代
理

三
浦

隆
司

・
給
水
部
配
水
課
施
設
管
理
担

当

主
任

湯
村

一
美

・
記
録
者

施
工
担
当

田
村
氏

連
絡
会

・
貝
澤

二
郎

㈱
貝
沢
工
業

所

中
央

・
岩
澤

芳
光

不
二
工
業
㈱

南
部(

第
一)

・
髙
橋

昌
也

㈱
森
田
工
務

店

中
央

・
大
藤

弘
之

㈱
大
藤
工
業

所

南
部(

第
一)

・
藤
井

正
裕

㈱
大
達
土
木

東
部
第
一

・
三
浦

良
一

栄
進
工
業
㈱

東
部
第
一

・
杉
本

光
信

㈱
杉
本
建
設

南
部(

第
一)

・
太
田

恭
一

㈱
杉
本
建
設

南
部(

第
一)

・
中
川

英
樹

㈲
中
川
建
設

東
部
第
一

・
大
西

光
雄

㈱
北
幸
設
備

工
業

北
部

・
森

敦
彦

ノ
ザ
ワ
工
業
㈱

西
部

・
菅
野

亮
太

㈱
渋
沢
建
設

工
業

東
部
第
二

・
村
上

巨
洋

㈱
二
友
組

南
部(

第
一)

・
菊
池

拓
哉

組
合
事
務
局

第
10
期

第
4
回

協
同
組
合
東
京
都
水
道
請
負
工
事
連
絡
会
理
事
会
報
告

協
同
組
合
東
京
都
水
道
請
負
工
事
連
絡
会
は
、
令
和
4
年
12
月
8
日
（
木
）
15
時
か
ら

第
10
期

第
4
回
理
事
会
を
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
本
館
4
階

け
や
き
で
開
催
し
た
。

以
下
は
、
議
事
録
の
要
旨
で
あ
る
。

【
出
席
者
】
〈
代
表
理
事
〉
貝
澤
二
郎

〈
副
理
事
長
〉
岩
澤
芳
光

〈
技

術
〉
藤
井

正
裕

〈
総

務
〉
三
浦
良
一
〈
厚

生
〉
杉
本
光
信
、
中
川
英
樹

〈
受

注
〉
尾
畑

浩
一
郎
、
黒
田

太
一

〈
監

事
〉
大
西

光
雄

〈
理

事
〉
杉
田

太
刀
夫

水
道
局
と
意
見
交
換
会
を
開
催

東
京
都
水
道
局
と
協
同
組
合
東
京
都
水
道
請
負
工
事
連
絡
会
は
、
単
価
契
約
工
事
の
様
々
な
課
題
に

対
し
て
、
意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
。
意
見
交
換
会
は
、
11
月
14
日
（
月
）
15
時
か
ら

都
庁
第
二

本
庁
舎
22
階
22
C
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

意
見
交
換
会
の
冒
頭
で
、
水
道
局
給
水
部
給
水
課
業
務
改
革
推
進
担
当
課
長

長
谷
川
進
氏
の
挨

拶
が
あ
り
、
そ
の
後
自
己
紹
介
を
水
道
局
側
か
ら
、
次
に
連
絡
会
側
か
ら
行
っ
た
。

意
見
の
交
換
は
、
連
絡
会
か
ら
事
前
に
用
意
し
て
い
た
質
問
に
対
し
て
、
水
道
局
側
が
回
答
す
る

形
式
で
進
め
ら
れ
、
更
に
、
関
連
質
問
と
回
答
が
繰
り
返
さ
れ
、
そ
の
質
疑
応
答
は
、
非
常
に
活
発

に
な
さ
れ
た
。

紙
面
の
都
合
で
、
そ
の
質
疑
応
答
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は
割
愛
し
、
長
谷
川
課
長
の
冒
頭
の
挨
拶

と
出
席
者
名
の
み
を
掲
載
し
ま
す
。
な
お
、
質
疑
応
答
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
別
冊
報
告
書
を
組
合

員
あ
て
に
配
布
し
ま
す
。

貝
澤
理
事
長
か
ら
説
明
し
た
。

会
費
に
つ
い
て
は
、
今
回
、

協
賛
社
と
組
合
員
か
ら
1
万
円

を
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

前
回
と
同
様
で
す
。

会
場
に
つ
い
て
は
、
京
王
プ

ラ
ザ
と
ヒ
ル
ト
ン
に
見
積
を
依

頼
し
ま
し
た
が
、
京
王
プ
ラ
ザ

が
安
価
で
あ
っ
た
た
め
、
京
王

プ
ラ
ザ
と
し
ま
し
た
。

出
席
予
想
人
数
は
、
80
人
程

度
と
考
え
、
そ
の
見
積
価
格
で

考
え
て
い
ま
す
。

5
、
そ
の
他

杉
本
厚
生
委
員
長
か
ら
報
告

し
た
。

・
り
そ
な
銀
行

振
込
手
数
料

の
件
に
つ
い
て

今
ま
で
利
用
し
て
い
た
銀
行

よ
り
、
り
そ
な
銀
行
の
手
数
料

が
安
い
た
め
、
り
そ
な
銀
行
を

利
用
す
る
案
を
提
示
し
た
。

資
料
は
、
り
そ
な
銀
行
比
較

表
を
提
示
し
た
。

振
込
手
数
料
の
負
担
先
の
誤

認
が
あ
っ
た
た
め
、
再
度
検
討

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

・
年
末
年
始
の
挨
拶

訪
問
先

に
つ
い
て

訪
問
先
一
覧
を
提
示
し
た
。

東
京
都
水
道
局
お
よ
び
東
京

水
道
㈱
へ
の
挨
拶
は
、
出
来
る

だ
け
組
合
員
が
参
加
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
の
で
、
参
加
を
募

集
し
た
い
。

・
複
合
機
交
換
の
件

複
合
機
の
交
換
時
期
が
近
い

の
で
、
検
討
の
結
果
、
交
換
は
、

理
事
長
に
一
任
す
る
と
し
た
。
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半
田
課
長
の
挨
拶

皆
様
、
お
疲
れ
様
で
す
。
本

日
、
お
忙
し
い
中
、
お
集
り
頂

き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
請
負
工
事
連
絡
会
の

皆
様
と
は
、
過
去
に
何
度
か
こ

の
よ
う
な
会
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
思
い
起
こ
す
と
、

平
成
30
年
が
最
後
に
な
る
か
と

思
い
ま
す
。
お
よ
そ
4
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
り
ま
す
。

当
時
の
う
ち
の
メ
ン
バ
ー
は

一
新
し
て
い
ま
し
て
、
過
去
の

メ
ン
バ
ー
は
ほ
と
ん
ど
お
り
ま

せ
ん
。

こ
の
場
を
借
り
ま
し
て
、
お

互
い
の
業
務
の
向
上
に
繋
が
れ

ば
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

本
日
は
、
有
意
義
な
会
に
し

た
い
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

東
京
水
道
株
式
会
社
出
席
者

1
、
半
田
課
長

2
、
中
村
課
長

以
下
は
、
事
務
所
名
の
み
を

記
載

3
、
千
代
田
給
水
管
工
事
事
務

所4
，
江
東
事
務
所

5
、
江
戸
川
事
務
所

6
、
足
立
事
務
所

7
、
中
野
事
務
所

8
、
世
田
谷
事
務
所

9
、
練
馬
給
水
管
工
事
事
務
所

10
、
港
事
務
所

11
、
豊
島
事
務
所

12
、
新
宿
事
務
所

13
、
葛
飾
事
務
所

14
、
杉
並
事
務
所

15
、
渋
谷
給
水
管
工
事
事
務
所

16
、
目
黒
事
務
所

17
、
墨
田
事
務
所

18
、
板
橋
事
務
所

19
、
北
給
水
管
工
事
事
務
所

20
、
南
阿
佐
ヶ
谷
事
務
所

21
、
量
水
器
事
務
所

連
絡
会
出
席
者

1
、
貝
澤

二
郎

㈱
貝
沢
工

業
所

中
央

代
表
理
事

2
、
髙
橋

昌
也

㈱
森
田
工

務
店

中
央

副
理
事
長

3
、
大
藤

弘
之

㈱
大
藤
工

業
所

南
部(

第
一)

理
事

4
、
三
浦

良
一

栄
進
工
業

㈱

東
部
第
一

理
事

5
、
杉
本

光
信

㈱
杉
本
建

設

南
部(

第
一)

理
事

6
、
藤
井

正
裕

㈱
大
達
土

木

東
部
第
一

理
事

7
、
村
上

巨
洋

㈱
二
友
組

南
部(

第
一)

組
合
員

8
、
森

敦
彦

ノ
ザ
ワ
工
業

㈱

西
部

組
合
員

9
、
高
岸

幸
正

㈲
朝
日
設

備
工
業
所

西
部

組
合
員

10
、
羽
鳥

基
義

㈲
羽
鳥
工

業

西
部

組
合
員

11
、
後
藤

義
雄

㈱
貝
沢
工

業
所

中
央

組
合
員

12
、
菅
原

宏
美

㈱
貝
沢
工

業
所

中
央

組
合
員

13
、
菊
池

拓
哉

連
絡
会

事
務
局

意
見
交
換
の
終
了
後
、
東
京

水
道
㈱
か
ら
、
現
在
、
取
り
組

ん
で
い
る
次
の
シ
ス
テ
ム
の
説

明
が
あ
り
、
組
合
員
の
活
用
を

求
め
ら
れ
た
。

・
予
約
シ
ス
テ
ム
、
申
請
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て

・
個
別
訪
問
に
よ
る
電
子
申
請

操
作
に
つ
い
て

・
給
水
装
置
工
事
の
電
子
申
請

の
操
作
実
習
に
つ
い
て

髙
橋
副
理
事
長
か
ら
の
閉
会
の

挨
拶
で
会
は
終
了
し
た
。

髙
橋
副
理
事
長
の
閉
会
の
挨
拶

本
日
は
、
大
変
お
忙
し
い
中
、

こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
機
会

を
生
か
し
て
、
互
い
の
業
務
を

是
非
、
円
滑
に
進
ん
で
い
く
よ

う
に
、
あ
る
い
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
う
ま
く
取
れ
る

よ
う
に
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

第
17
回
ス
ー
パ
ー
配
管
工
の

認
定
式
が
令
和
4
年
12
月
16
日

水
道
局
で
開
催
さ
れ
、
令
和
4

年
度
の
認
定
者
は
、
3
名
で
あ
っ

た
。そ

の
中
に
は
、
協
同
組
合
東
京

都
水
道
請
負
工
事
連
絡
会
の
会

員
会
社
で
あ
る
貝
沢
工
業
所
の

柴
野
優
一
さ
ん
が
、
認
定
さ
れ
、

古
谷
ひ
ろ
み
水
道
局
長
か
ら
認

定
書
の
授
与
が
行
わ
れ
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

認
定
さ
れ
た
3
名
の
方
々
は
、

つ
ぎ
の
方
々
で
す
。

認
定
登
録
番
号
17-

1

北
村

幸
博

（
き
た
む
ら

ゆ
き
ひ
ろ
）

株
式
会
社
大
進
工
業

配
水
管
小
規
模
整
備
工
事
請
負

単
価
契
約

認
定
登
録
番
号
17-

2

柴
野

優
一

（
し
ば
の

ゆ
う
い
ち
）

株
式
会
社
貝
沢
工
業
所

配
水
管
小
規
模
整
備
工
事
請
負

単
価
契
約

認
定
登
録
番
号
17-

3

林
田

晶
三

（
は
や
し
だ

し
ょ
う
ぞ

う
）

株
式
会
社
松
原
企
業

共
通
（
多
摩
）

組合へのご意見を
募集しています

TEL 03-6264-9867
FAX 03-6264-9869

東
京
水
道
株
式
会
社
と
意
見
交
換
会
を
開
催

東
京
水
道
株
式
会
社
と
協
同
組
合
東
京
都
水
道
請
負
工
事
連
絡
会
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
意
見
交

換
会
を
開
催
し
た
。
意
見
交
換
会
は
、
令
和
4
年
11
月
24
日(

木)

15
時
30
分
よ
り
、
新
宿
グ
リ
ー
ン

タ
ワ
ー
ビ
ル
7
階
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
意
見
交
換
会
は
、
あ
た
ら
し
く
統
合
さ
れ
た
東
京
水
道
株
式
会
社
と
で
は
、
2
回
目
の
開
催

で
あ
る
。
昨
年
は
、
野
田
社
長
が
出
席
さ
れ
る
な
ど
、
東
京
水
道
株
式
会
社
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
質

疑
応
答
が
主
体
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
、
実
務
者
の
担
当
者
が
出
席
し
、
実
務
レ
ベ
ル
で
活
発
な
意

見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

な
お
、
出
席
者
は
、
東
京
水
道
㈱
か
ら
は
、
半
田
課
長
、
中
村
課
長
を
含
め
21
名
、
連
絡
会
か
ら

は
、
貝
澤
理
事
長
を
含
め
、
、
13
名
が
出
席
し
た
。

今
回
の
意
見
交
換
会
は
、
実
務
レ
ベ
ル
の
内
容
で
も
あ
り
、
会
の
終
了
後
、
課
題
に
向
け
て
解
決
さ

れ
た
も
の
も
あ
り
、
ま
た
、
後
日
、
書
面
に
よ
る
追
加
回
答
も
あ
り
、
両
者
双
方
が
こ
の
よ
う
な
意

見
交
換
会
が
課
題
解
決
に
向
け
て
、
非
常
に
有
効
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
。

紙
面
の
都
合
で
、
そ
の
質
疑
応
答
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は
割
愛
し
、
半
田
課
長
の
冒
頭
の
挨
拶
と

出
席
者
名
の
み
を
掲
載
す
る
。
な
お
、
質
疑
応
答
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
別
冊
報
告
書
を
組
合
員
あ

て
に
配
布
し
ま
す
。

半田課長の挨拶

貝澤理事長の挨拶 手前は髙橋副理事長

意見交換会 会場状況

株
式
会
社
貝
沢
工
業
所
の

第
17
回
ス
ー
パ
ー
配
管
工

柴
野
優
一
氏
が
認
定
さ
れ
る

２０２３年 １月 １２日 連絡会ニュース・春夏秋冬 第２４号（３）


